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＜東部療育センター メールマガジン ２０１３年５月号＞ 

障害児（者）の方への情報提供を行い、生活支援を目指します。 
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新年度を迎えて、皆様いかがお過ごしでしょうか。今回のメールマガジンは風邪症状とそ

の治療薬について、薬剤師より情報提供します。 
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< 風邪症状と薬 ＞ 

 風邪症候群の原因は９９％以上、ウイルスが原因です。残りが細菌によるものです。 

この原因ウイルスは約２００種類位あって、しかもその形状を一定の期間でコロコロ変え

るので常に新しいウイルスの危険にさらされているようなものです。これではいくらわれ

われの免疫機構が優秀でもとても追いつきませんよね。ですから昔から「風邪に効く薬を

発明すればノーベル賞」と言われる所以です。これ本当の話ですよ。 

 従って、薬でも細菌を殺す抗生物質はありますが、ウイルスを殺す薬はまだほとんど無

いのが現状です。しかもウイルスの数が多すぎてワクチンの製造も期待できません。では、

風邪をひいたらどうするか？ 

 人の体には細菌やウイルスが入ると免疫機能が働いて特に好酸球やリンパ球、マクロフｱ

ージと呼ばれる白血球がこれらのウイルスや細菌を攻撃し撃退します。しかし、白血球の

数が減少したり、個々の機能が低下したりして免疫機能が落ちてくると風邪にかかりやす

い状態になります。もうお分かりと思いますが、風邪をひかなくする一番の方法は免疫力

を上げることですね。だからといって、巷で言われているビタミンＣの大量療法はダメで

すよ。ビタミンＣは免疫力をあげるかどうかも問題ですが、体内で代謝されてシュウ酸に

なり、大量に摂取すると腎結石の原因になりますので、注意しましょうね。また、良く栄

養のあるものを食べて十分な睡眠をとった方がいいとも言いますよね。十分な睡眠は間違

いありませんが、風邪をひいて体力が落ちると胃の消化力も落ちるので、消化の良いおか

ゆがいいのはこの理由です。 

 

 



 治療法はどうでしょうか？対処療法が一般的ですが、風邪にかかって病院や診療所に行

くと必ず、抗生物質、感冒薬、去痰薬、鼻水があれば抗アレルギー薬、咳があれば鎮咳薬、

それに熱や頭痛、咽頭痛でもあれば解熱鎮痛薬を処方されます。最近では漢方ブームで葛

根湯が処方に加わったりしますね。読者の方も経験がおありかと思います。風邪のウイル

スの潜伏期間は１～３日間位で他人にも感染させることや社会生活をしなければならない

ので風邪薬を服用して早く良くなりたいと思う気持ちが強いかもしれませんね。 

ところで、抗生物質はウイルスには効果がないのですが、二次感染予防のために出てい

るのです。次に漢方薬ですが、風邪のひきはじめには葛根湯でいいですが、発汗がある鼻

水やせきや熱がある場合には他の漢方薬を処方します。ちなみに葛根湯は比較的体力があ

り、腹力が中程度で発汗がない場合の風邪の急性期に服用します。漢方薬の良いところは

免疫機能を上げてくれる成分が入っている点です。例えば、高麗人参や朮（じゅつ）、茯苓

（ふくりゅう）、甘草（かんぞう）などです。  

 

 ところで薬は体にとって異物であるので副作用の心配もあります。市販の OTC 薬（一般

医薬品）には幾つもの成分が入っているので眠気等の副作用に注意してください。 

しかし、海外では一般的に風邪に OTC 薬や抗生物質は使用されていないみたいです。 

OTC 薬の購入や抗生物質を当たり前の様にこんなに処方するのは日本ぐらいと思われ 

ます。ここで、みなさん良く考えて下さい。風邪の諸症状は、ウイルスを（咳や鼻水）排

泄し、弱体化させる作業（＝発熱）であるので、私見としてはなにもしないほうが効果的

である様な気がします。ただ、社会生活を営む以上、薬も必要でしょう。咳がひどい時に

は麻薬系の咳止めが効果的ですし、頭痛や咽頭痛にはアセトアミノフェンが効果的です。 

鼻水や痰に関しては水道水で十分な気がしますが、ひどい鼻水には点鼻薬が効果的です。  

発熱に関しては、不要です。必要なのは、手洗いとうがいです。勿論、予防のためにもな

ります。ただし、誤解のないようにお願いします。心身障害者や高齢のお年寄り、赤ちゃ

ん等の抵抗力が弱い患者には二次感染の予防に抗菌薬や各風邪症状を緩和する薬は必要で

す。夏風邪は長引くといいますので手洗いやうがいを励行し、十分な睡眠とストレス緩和

で風邪を引かないうにしましょう！ 
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今回のメールマガジンいかがでしたか？障害をお持ちの方は主治医とよく相談されて医療

用医薬品（医師の処方による医薬品）をご検討いただくことも必要かと思います。 

 

 

 



 

◆ このメールは msw_trc@mtrc.jp のアドレスより配信しております。 

◆ 送信アドレスは配信専用です。お問合せやお手続きは下記よりお願いします。 

 

東部療育センター メールマガジン 

発行：東京都立東部療育センター http://www.tobu-ryoiku.jp/ 

 

個人情報保護方針： http://www.tobu-ryoiku.jp/privacypolicy.html 

問合せ先： https://www.tobu-ryoiku.jp/inquiry.html 

〒136-0075 東京都江東区新砂 3-3-25 

 

●配信がご不要の方は、下記ＵＲＬにアクセスして下さい 

http://www.tobu-ryoiku.jp/info/mailmagazine.html 
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